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　私が利用者のニーズに応える新しいコンビニについて考えたことがい
くつかあります。
　１つ目は、その地域の特産品などを置くということです。理由は、コ
ンビニは誰でも気軽に寄れるという点がいいところだと思います。旅行
している際などに少し休憩したくなった時、コンビニによると思います。
その際にその地域の特産品を置くことで旅行者はその特産品を知ること
ができます。その特産品を知り「もう一度食べたい！」とネットを使い
もう一度購入してくれるかもしれません。そして、次の旅行はそこに行
こうとなる可能性もあると思います。このことからコンビニに特産品を
置くと気軽に地域の特産品が知れて、特産品を知ってもらえることに繋
がると思います。
　２つ目は、賞味期限切れが近い商品を割引して売るということです。
コンビニの悪いイメージをあげると値段が高いというイメージがありま
す。一度買い物すると毎回１０００円を超えてきてしまいます。あと今
の時代はＳＤＧＳに力をいれています。そのＳＤＧＳで問題になってい
るのは食料廃棄です。食品を捨ててしまうと温室効果ガスが発生し地球
温暖化が進んでしまいます。その問題を解決するためにも食料廃棄をな
くすことが大切です。なのでコンビニの賞味期限切れの近い商品を割引
することで値段が高いという問題と食料廃棄の問題の二つを一気に解決
できると考えました。
　３つ目は、イートインスペースを全コンビニに付けてほしいというこ
とです。
コンビニにイートインスペースがあるところはあるのですが全てのコン
ビニにはありません。自分は野球をしているのですが昼休憩の際コンビ
ニで済ませたい時があるのですが、イートインスペースがないと昼食が
取りにくいと感じたことがあります。これを解決することができるのが
イートインスペースです。なのですべてのコンビニでイートインスペー



スを作ることにより、より気軽にコンビニを利用できることにつながる
とわたしは考えました。
　４つ目は、スーパーや郵便局などの建物と合同で経営するということ
です。わたしの地元である、山形県上山市の近くには周りにスーパーな
どがなく高齢の方などが、食材を求めてコンビニへ来るようなところが
あります。生活用品などを揃えるにはコンビニでは、不十分であると考
えたため、コンビニとスーパーや郵便局などが一緒になることで高齢者
や体の不自由な方の生活が少しでも楽になると考えた。
　このことからコンビニが少しでも利用しやすくなれば、地域の方々の
生活が良くなり、地域の活性化に繋がると思いました。
　


